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JVDN

日本国内の研究機関、大学、行政機関等の火山観測データ、次世代火山研究推進事業
で取得したデータをオンラインで共有するシステム。

JVDNシステムの
トップページ
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「御嶽山の噴火を踏まえた火山観測研究の課題と対応について」
（文部科学省地震火山部会2014年11月）

• 火山の観測データのうち地震計のデータに関して、気象庁や防災
科学技術研究所のデータは流通しているが、大学間でのデータ流
通はあまり進んでいない実態にある。観測データがリアルタイム
で一元的に流通すれば、より多くの専門家による研究が可能とな
るため、データ流通を一層積極的に進め、研究機関の枠を超えた
共同研究を一層推進する必要がある。

→ 文部科学省「次世代火山研究推進事業」において開発を開始
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JVDNシステムで共有するデータ
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• 次世代火山研究推進事業で取得したデータ
• その他の既存の火山データ（地震計に限らない）

• 統合して処理したほうがよいデータ（地震計、GNSSなど)
• GISで重ねたり、時間軸をそろえて並べたりして比較するデータ
• 他では公開されていないデータ

• 既に構築され公開されているデータベースへのリンク
• 利用申請すればデータをダウンロードして研究等に利用可能

（データをダウンロードするにはユーザー登録が必要）
• 開発したプログラム、臨時観測のデータ、発表論文の付属ファイル

など、任意のファイルの登録・提供が可能
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GISにおけるデータ表示機能
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GIS上に、火山観測点の分布、震源分布、合成開口レーダ（SAR）の解析結果、
地質図等を重ねて表示できる。

火山観測点の位置、震源分布 合成開口レーダ（SAR）
の解析結果

火山地質図
（産総研の公開データ）
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地球物理学データ
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火山観測点に設置された、地震計、傾斜計、GNSS
など様々な観測機器のデータを表示できる。

地震計
データ

傾斜計
データ

気象庁の
空振計データ

GNSS
観測点の
基線長変化
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降灰調査データ
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降灰調査のデータを登録し地図上に表示して関係者と共有できる機能。
研究機関、大学、気象庁、国交省等とで降灰チームというデータ共有の体制があり、
噴火時に迅速にデータが共有できる。

降灰調査データの表示画面 降灰調査データの登録画面 WEBアプリ（みんなで火山）

JVDNシステム 地方自治体
指定公共機関
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岩石コア
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岩石コアの掘削地点、コアの写真、柱状図などの画像ファイルを登録できる。
「コアサンプル利用申請」を防災科研に提出すれば、実物も利用できるようにす
る予定。V-netの岩石コアはすでに利用できる。

岩石コアの情報（柱状図、一次記載）
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火山ガス・温泉水分析データ共有機能
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火山ガスの調査結果、温泉水分析結果をエクセルファイルに記入してアップロード
すると、データが登録され、共有できる機能

火山ガスのデータ表示火山ガスの調査地点の登録

このデータはダミーです。
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雲仙普賢岳平成噴火の写真データ
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JVDNシステムの写真データを共有する仕組みと任意の電子ファイルを共有する
仕組みを活用して雲仙普賢岳の噴火災害の写真を登録。
利用申請すれば、研究や大学の講義やセミナーの資料に利用可能。
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気象庁データの登録・提供機能
気象庁が公開している火山月報（カタログ編）、遠望カメラのデータ登録、表示、
提供機能を開発した。データ表示は地震数と遠望カメラデータ。

遠望カメラデータ気象庁の火山月報（カタログ編）のデータの提供
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JVDNシステムの利用状況
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ユーザ登録者数は265名（2023年12月10日現在）。7日に１人のペースで増加。
内訳は、大学の研究者が3分の１、研究機関と行政機関がそれぞれ約20%、学生と民間企業がそ
れぞれ約10%。アクセス数はひと月当たり４０００～５０００件。
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まとめ・JVDNシステムの今後について
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• JVDNシステムができたことで、初めて、どの研究者でも日本全国の
活火山のデータを総合的に利用できるようになった。

• まだデータ共有が十分でないデータがあり、火山ガスなどの地球化学、
地質学や岩石学、火山災害に関するデータについても充実させていく
必要がある。

• データ解析のプラットフォームへの拡張
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火山観測データの流れ
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リアルタイムでのデータ流通（地震分野のデータ流通網）
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V-net

Hi-net
EarthLAN NIED

JMATDX

ERI 大学ネット
ワーク

大学、一部機関

大学、一部機関

一部機関
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